
おひさまスマイル活動報告
「アロエ健康講座」を開催

　1月27日（火）に、涌谷町町民医療福祉センター集団検診室で、「アロ
エ健康講座」を開催しました。講師の白鳥さんから、アロエベラにつ
いて体験談を交えたお話を伺い、参加者同士で健康への思いや日頃の
工夫を共有するなど、和やかで学びの多い時間となりました。試食では、
アロエを青じそドレッシングがけやフルーツポンチ風にしていただき
ました。菜肉はネバネバ・トロトロとした食感ながら無味無臭で料理
に合わせやすく、毎日の食卓にも取り入れやすい食材です。健康野菜
アロエの魅力を楽しみながら学ぶことができました。

《遠藤釈雄町長の主な公務（1月16日～2月15日）》
●  1月18日㈰	 涌谷町消防団出初式�  （町内）
●  1月21日㈬	 涌谷町いじめ問題対策連携協議会
�  （役場）
●  1月22日㈭	 仙北地区道路懇談会� （大和町）
●  1月26日㈪	 議会定例会1月第2回会議�  （役場）
●  1月30日㈮	 大崎市民病院夜間急患センター安全
		  祈願祭�  （大崎市）
●  2月  2日㈪	 佐藤東北方面総監歓迎の会�（仙台市）
●  2月  3日㈫	 総合計画審議会� （役場）
●  2月  4日㈬	 宮城県企業立地セミナーin Nagoya
�  （愛知県）

遠藤釈
とく

雄
お

町長コラム

桃太郎伝説
　3月3日は桃の節句だが、桃の響きは私を桃太郎伝説
の方へと導く。岡山県地方に伝わる昔話で、これを深
掘りしてみると意外と面白い。嫌われ者の鬼は何者な
のか、天

あまの

邪
じ ゃ

鬼
く

的な心で調べてみると、この地方に住み
ついた韓国百

く だ

済
ら

王朝の王子の温
う

羅
ら

という人物に辿
た ど

り着
いた。百済といえば涌谷町と産金で縁が深く、にわか
に鬼にされた人たちに親しみを感じた。東北の古代の
英雄、阿

あ

弖
て

流
る

為
い

さえ鬼にされており、歴史は解らない
ものだ。

涌谷高校生の感性と筆致が光る作品展
涌谷高校美術部・書道部作品展を開催
　全国の美術コンクールで多数受賞している涌谷高校
美術部と書道部の作品を展示する作品展が、美術部は
2月上旬から下旬にかけて涌谷公民館で、書道部は1月
下旬から2月中旬にかけてくがね創庫で開催されまし
た。
　美術部の作品展では、「文化部のインターハイ」と
も呼ばれる全国高等学校総合文化祭に令和8年度の宮
城県代表で出品される予定の、涌谷高校1年の太田澪

れ い

弥
や

さんによる立体作品『G
ギ

a
ャ

n
ン

g
グ

』をはじめとした秀作
の数々が展示されました。また、第78回宮城県高等学
校美術展で入賞した絵画作品のほか、美術部員全員で
制作し昨年に引き続きNHK の「てれまさ美術部」で
紹介された『お正月だよ！おせちやっぺえ』など、ユ
ニークな立体造形も展示されました。
　書道部の書作展では、令和7年度の宮城県高等学校
書道展覧会に出品された、書道部員による『傅

ふ

山
ざ ん

行
ぎょう

書
し ょ

』『曼
ま ん

殊
し ゅ

院
い ん

本
ぼ ん

古
こ

今
き ん

集
しゅう

』のほか、授業の中で書道を選
択した生徒による、ろうを用いたろう書など、趣深い
作品が並びました。また、書道部員が午

う ま

年にちなんで
書き初め作品として手掛けた大型作品『竹馬の友』の
ほか、特別企画として、涌一子どもっこクラブの児童
や涌谷修紅幼稚舎の園児による書き初め作品も展示さ
れました。
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お知らせ イベント相談 募集

て
、
令
和
８
年
度
も
引
き
続
き
在

学
予
定
の
人
に
は
、
３
月
末
に
ハ

ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
同
一
の
学

校
に
在
学
し
て
い
る
人
は
、
こ
の

ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返

送
す
る
こ
と
で
、
令
和
８
年
度
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
８
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
年

金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

　

町
で
は
、
自
衛
隊
法
第
97
条

第
１
項
お
よ
び
同
法
施
行
令
第

１
２
０
条
に
基
づ
く
防
衛
大
臣
お

よ
び
自
衛
隊
宮
城
地
方
本
部
長
か

ら
の
依
頼
を
受
け
、
募
集
対
象
者

の
個
人
情
報（
住
所・氏
名・性
別・

生
年
月
日
）を
自
衛
隊
に
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希
望

し
な
い
人
は
、
本
人
ま
た
は
代
理

人
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
情
報

提
供
の
対
象
か
ら
除
外
し
ま
す
。

　
必
要
書
類
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
町
民
生
活

課
町
民
生
活
班
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　
当
町
に
住
民
記
録
が

あ
り
、
令
和
８
年
度
中
に
18
歳
に

な
る
人（
平
成
20
年
４
月
２
日
～

平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▼
申
出
期
限　
５
月
29
日（
金
）

（
郵
便
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

　
支
給
対
象
世
帯
に
は
、
３
月
上

旬
か
ら
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
信

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
給
付
額　
１
世
帯
あ
た
り
８
千
円

▼
対
象
世
帯　
令
和
８
年
２
月
１

日
時
点
で
涌
谷
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
の

令
和
７
年
度
住
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
世
帯

▼
申
込
締
切　
５
月
29
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
班

☎
25
ー
７
９
０
２

　
４
月
１
日（
水
）か
ら
、
新
斎
場

大
崎
広
域
古
川
斎
苑
の
供
用
を
開

始
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
古
川

斎
場
と
松
山
斎
場
の
火
葬
業
務
は

３
月
31
日（
火
）で
終
了
し
、
こ
れ

以
降
は
新
斎
場
で
の
受
け
入
れ
と

な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
大
崎
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
崎
地
域
行
政
事
務
組
合

業
務
課
斎
場
管
理
係

☎
25
ー
８
８
６
７

▼
日
時　
４
月
３
日（
金
）10
時

　
少
雨
決
行
で
、
雨
天
時
は
４
月

４
日（
土
）に
延
期
と
な
り
ま
す
。

▼
集
合
場
所　
城
山
公
園

　
　
　
　
　
　
大
鳥
居
前

▼
持
ち
物　
手
袋
・
清
掃
用
具

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
43
ー
６
６
６
１

大
崎
広
域
古
川
斎さ
い

苑え
ん

の

供
用
開
始
に
つ
い
て

涌
谷
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
主
催
で
城
山
公
園

の
清
掃
を
実
施
し
ま
す

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供

除
外
申
請
に
つ
い
て

▼
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

　
全
国
の
２
０
人
の
皆
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
４
５
万
８
千
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま　
　
　
　
　
２
万
円

▼
社
会
教
育
施
設
の
維
持
管
理
の

一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま　
　
　
４
２
１
１
円

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

　
遠
田
商
工
会　

　
会
長　
渡
邉
新し
ん

美み

さ
ま�

�

3
万
２
３
３
５
円

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
一

般
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

や
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的

に
、
国
の
重
点
支
援
地
方
交
付
金

活
用
事
業
と
し
て
、
町
内
全
世
帯

に
２
万
円
分
の
商
品
券
を
３
月
中

旬
か
ら
順
次
送
付
し
ま
す
。

　
商
品
券
は
涌
谷
町
と
美
里
町
の

商
品
券
事
業
加
盟
店
で
使
用
で
き
、

１
月
１
日
現
在
の
世
帯
主
あ
て
に
、

住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
に
送

付
し
ま
す
。
基
準
日
以
降
に
住
所

変
更
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
郵
便

局
か
ら
書
類
が
返
還
さ
れ
て
か
ら

勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
班

☎
43
ー
２
１
１
３

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
人

は
学
生
で
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一

般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。

▼
申
請
方
法　
初
め
て
の
学
生
納

付
特
例
の
申
請
を
す
る
人
は
、
在

学
証
明
書
の
原
本
ま
た
は
学
生
証

の
写
し
を
持
っ
て
役
場
町
民
生
活

班
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
７
年
度

に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
１
月
分
受
付
）

物
価
高
騰
対
策
生
活

応
援
商
品
券
に
つ
い
て

低
所
得
世
帯
物
価
高
騰

対
策
給
付
金
に
つ
い
て
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オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
注
意

３
月
１
日（
日
）～
７
日（
土
）

に
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
た
人
に
交
付
通
知
書（
案
内

ハ
ガ
キ
）を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人

が
い
ま
す
。
案
内
ハ
ガ
キ
に
記
載

さ
れ
て
い
る
期
限
が
過
ぎ
て
い
て

も
受
け
取
れ
る
の
で
、
お
早
め
に

受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
け
取
り
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
顔
写
真
が
申
請

者
本
人
と
一
致
す
る
か
を
確
認
す

る
た
め
、
申
請
書
本
人
が
本
人
確

認
書
類
と
案
内
ハ
ガ
キ
を
持
参
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
案
内
ハ
ガ

キ
が
な
い
場
合
で
も
受
け
取
り
は

可
能
で
す
。

▼
受
け
取
り
に
必
要
な
書
類

　

交
付
通
知
書（
案
内
ハ
ガ
キ
）、

通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）、

有
効
期
限
内
の
本
人
確
認
書
類

（
次
の
①
の
書
類
を
１
点
ま
た
は

②
の
書
類
を
２
点
）

▽
①
の
書
類　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
更
新
の
場
合
）、
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー

ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

▽
②
の
書
類　
資
格
確
認
書
、
年

金
手
帳
、
医
療
受
給
者
証
、
学
生

証
な
ど（
氏
名
と
生
年
月
日
ま
た

は
氏
名
と
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

☎
43
―
２
１
１
３

　
３
月
の
定
例
会
議
は
３
月
５
日

（
木
）か
ら
開
催
予
定
で
す
。
詳
し

い
日
程
と
一
般
質
問
の
内
容
は
、

涌
谷
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
涌

谷
町
役
場
と
公
民
館
に
設
置
す
る

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
の
生
中
継
を
動
画

配
信
サ
イ
ト「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」

で
配
信
し
ま
す
。
令
和
８
年
涌
谷

町
議
会
定
例
会
３
月
会
議
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局

☎
43
ー
２
１
２
７

　
全
国
で
の
主
な
火
災
原
因
は
、

の
第
１
位
が
た
ば
こ
、
第
２
位
が

た
き
火
、
第
３
位
が
コ
ン
ロ
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
少
し
の
不
注
意
が
火

災
に
つ
な
が
る
た
め
、
目
を
離
さ

な
い
、
し
っ
か
り
消
す
、
こ
ま
め

涌
谷
町
議
会
定
例
会

３
月
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
す

な
清
掃
を
実
施
し
、
火
災
予
防
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
に
岩
手
県
大

船
渡
市
で
発
生
し
た
大
規
模
林
野

火
災
を
き
っ
か
け
に
、
令
和
８
年

か
ら
林
野
火
災
注
意
報
お
よ
び
警

報
の
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
令
時
に
は
、
た
き
火
を
含
む
屋

外
で
の
火
の
取
り
扱
い
が
制
限
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
消
防
署

☎
24
ー
４
２
６
８

《
介
護
職
員
初
任
者
研
修
春
期
》

▼
講
習
期
間　
４
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
９
月
20
日（
日
）

各
日
曜
日
21
回（
平
日
実
習
２
日

あ
り
）９
時
～
17
時
10
分

▼
申
込
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
３
月
23
日（
月
）

▼
定
員　
20
人

▼
受
講
料　
無
料（
別
途
教
材
費・

検
定
料
９
千
円
）

《
パ
ソ
コ
ン
講
習
会　
ワ
ー
ド

日
曜
コ
ー
ス
》

▼
講
習
期
間　
４
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
７
月
19
日（
日
）

各
日
曜
日
14
回（
５
月
３
日
は
祝

日
に
よ
り
休
講
）９
時
～
17
時

▼
申
込
期
間　
３
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
　
～
３
月
30
日（
月
）

▼
定
員　
15
人

▼
受
講
料　
無
料（
別
途
教
材
費・

検
定
料
１
万
８
千
円
）

▼
場
所　
宮
城
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
ま
た
は
寡
婦
で
全
日
受

講
で
き
る
人

▼
そ
の
他　
託
児
は
３
歳
か
ら
小

学
校
３
年
生
ま
で
可
能（
託
児
料

は
無
料
）。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

宮
城
県
母
子
福
祉
連
合
会

☎
０
２
２
ー
２
５
６
ー
６
５
１
2

　

子
や
孫
を
装
い
「
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
の
で
助
け
て
ほ
し

い
」「
す
ぐ
に
お
金
を
持
っ
て
行
か

な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
な

ど
と
電
話
を
か
け
て
き
て
、
お
金

を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
で
す
。
継
続

的
に
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て

被
害
が
絶
え
ま
せ
ん
。
詐
欺
師

は
、
子
や
孫
を
心
配
す
る
心
に
つ

け
こ
み
、
会
社
の
上
司
や
弁
護
士
、

警
察
官
な
ど
を
名
乗
り
、
電
話

を
か
け
て
き
た
り
、
現
金
を
受
け

取
り
に
来
た
り
し
ま
す
。
最
近
で

は
、
手
の
込
ん
だ
演
出
で
お
芝
居

を
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
増
え
て
お

り
、
ま
だ
ま
だ
警
戒
が
必
要
で
す
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ

た
」「
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
変
わ
っ

た
」
と
言
わ
れ
て
も
、
一
旦
電
話

を
切
り
、
本
人
か
ら
聞
い
た
番
号

に
か
け
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
上

司（
代
理
人
）が
取
り
に
行
く
」
と

言
わ
れ
て
も
、決
し
て
現
金
や
カ
ー

ド
、
通
帳
を
渡
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
在
宅
中
も
留
守
番
電
話
を

セ
ッ
ト
し
て
お
き
、
通
話
す
る
際

は
録
音
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
困
っ
た
時
は
早
め
に
相
談
》

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
１
８
８
に
相
談
。
毎
週

月
曜
日
・
木
曜
日（
９
時
～
15
時
）

に
、
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
―
２
１
１
３

▼
講
習
期
間　
令
和
８
年
５
月
～

令
和
９
年
10
月
各
土
曜
日
83
回

▼
場
所　
み
や
ぎ
ハ
ー
ト
フ
ル
セ

ン
タ
ー
中
会
議
室

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
を
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業

支
援
講
習
会

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
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お知らせ イベント相談 募集

▼
対
象　
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
①
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を

修
了
ま
た
は
同
等
の
知
識
お
よ
び

技
術
を
有
し
、
手
話
で
日
常
会
話

が
で
き
る
人
②
宮
城
県
内
在
住
で
、

講
座
修
了
後
に
登
録
試
験
を
受
験

し
、
手
話
通
訳
者
と
し
て
登
録
し

活
動
で
き
る
人

▼
受
講
料　
無
料（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
1
万
2
6
5
0
円
）

▼
申
込
締
切　
４
月
20
日（
月
）

▼
申
込
方
法　

左
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む
か
、
所
定

の
申
込
用
紙
に
記
入
し
郵
送
ま
た

は
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
―
３
９
３
―
５
５
０
１

メ
ー
ル　

info@
m

im
isuppo-

m
iyagi.org

▼
任
用
期
間　
令
和
８
年
４
月
１

日
～
令
和
９
年
３
月
31
日（
年
末

年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）と

休
館
日
を
除
く
）

▼
業
務
内
容　
施
設
の
管
理
事
務

（
使
用
申
請
受
付
、
使
用
料
徴
収
、

清
掃
な
ど
）

▼
報
酬　
時
給
１
２
１
７
円
か
ら

（
条
件
に
応
じ
、
通
勤
手
当
な
ど

も
支
給
し
ま
す
）

▼
勤
務
体
系　
シ
フ
ト
制
、
週
３

日
程
度（
14
～
18
時
間
以
内
）、
一

部
変
動
勤
務
あ
り

▼
定
員　
各
施
設
４
人

▼
勤
務
時
間

▽
涌
谷
公
民
館
・
涌
谷
町
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー　
平
日
17
時
～
21

時
・
土
日
祝
日
８
時
45
分
～
16
時

30
分
、16
時
15
分
～
21
時
15
分（
休

館
日
な
し
）

▽
涌
谷
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
時
～
17
時
、
17
時
～
21
時（
休

館
日
月
曜
日
）

▽
涌
谷
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
・
箟
岳
地
区
町
民
体
育
館

９
時
～
17
時
、
17
時
～
21
時（
休

館
日
水
曜
日
）

▼
申
込
方
法　
３
月
13
日（
金
）ま

で
に
、
生
涯
学
習
課
に
涌
谷
町
指

定
の
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
履
歴
書
は
、
生
涯
学
習
課
備

え
付
け
ま
た
は
涌
谷
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

☎
43
―
２
１
１
３

いのち ささえあう　わくや
誰も自殺に追い込まれることのない町を
目指して

《３月は自殺対策強化月間です》
　自殺は個人の問題ではなく、社会の問題である
と認知されるようになり、国を挙げて自殺対策を
推進しています。令和５年の自殺者数は過去２番
目に多い21,837人でしたが、令和６年は約1,500人
減少。令和７年はさらに減少し、19,097人となっ
ています。一方で、小中高生の自殺者数は増加傾
向で、10代の死因の第１位となっています。その
ため、電話・ＳＮＳによる相談支援体制の拡充や、
ポスター・動画による相談の呼びかけなど、集中
的な啓

け い

蒙
も う

活動を実施しています。誰も自殺に追い
込まれることのない社会の実現に向け、自殺対策
を推進していきます。

《あなたや大切な人のいのちを守るために》
　悩みや不安は誰にでも起こりうるものです。気
持ちが沈む日が続く、眠れない、食欲不振などの
変化があれば、早めに誰かに相談することが大切
です。話すことで気持ちが整理され、次の一歩が
見えることがあります。相談することは弱さでは
ありません。本人のほか、家族や周囲の人からの
相談も受け付けています。

《こんなサインに気づいたら相談してみましょう》
①気分の落ち込みが続く、表情が乏しい
②眠れない、食欲不振などの生活リズムの変化
③付き合いを避ける、急な孤立
④強い不安や焦り、将来への悲観的な発言

《相談窓口》
▶電話相談
宮城県自死対策推進センター(平日９時～16時)
☎２３ー００２８
#いのちのＳＯＳ(24時間年中無休)
☎０１２０ー０６１ー３３８
▶ＬＩＮＥ相談
生きづらびっと(8～22時、月・金のみ6時～22時)
ＩＤ検索：@yorisoi-chat
▶チャット相談
あなたのいばしょ(24時間年中無休)

チャット相談
あなたのいばしょ

ＬＩＮＥ相談
生きづらびっと

【問い合わせ先】
福祉課福祉班
☎ 25-7902
福祉課包括支援班
☎ 25-7903

申し込み
フォーム

社
会
教
育
施
設
等
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
職
員
を
募
集
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▼
受
験
資
格　
平
成
８
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
。
平
成
17
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

①
大
学（
短
大
は
除
く
）を
卒
業
し

た
人
お
よ
び
令
和
９
年
３
月
ま
で

に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

▼
受
付
期
間　
２
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
　
～
３
月
23
日（
月
）

▼
一
次
試
験
日　
５
月
24
日（
日
）

▼
申
込
方
法　
国
家
公
務
員
試
験

採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係

☎
０
２
２
ー
２
６
３
ー
１
１
１
１

人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２
ー
２
２
１
ー
２
０
２
２

《
自
衛
官
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満
の
人

▼
受
付　
詳
細
は
石
巻
地
域
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
一
般
曹
候
補
生（
第
１
回
）》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
５
月
７
日（
木
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　

５
月
16
日（
土
）～
５
月
24
日

（
日
）（
い
ず
れ
か
一
日
を
指
定
さ

れ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
受
験
）

《
幹
部
候
補
生（
第
１
回
）》

▼
応
募
資
格（
見
込
み
含
む
）

▽
一
般
・
大
卒
程
度　
22
歳
以
上

26
歳
未
満
の
人（
20
歳
以
上
22
歳

未
満
の
人
は
大
卒
、
修
士
課
程
修

了
者
な
ど
は
28
歳
未
満
）

▽
一
般
・
院
卒
程
度　
20
歳
以
上

28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了
者
な
ど

▽
歯
科
・
薬
剤
科　
専
門
の
大
卒

で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
４
月
３
日（
金
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　

４
月
11
日（
土
）・
４
月
12
日

（
日
）（
12
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

《
幹
部
候
補
曹（
第
１
回
）》

▼
応
募
資
格　
20
歳
以
上
33
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
４
月
３
日（
金
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　
４
月
11
日（
土
）

《
予
備
自
衛
官
補
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上
52
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間　
１
月
22
日（
木
）

　
　
　
　
　
～
３
月
30
日（
月
）

▼
試
験
日

　

４
月
１
日（
水
）～
４
月
19
日

（
日
）（
い
ず
れ
か
一
日
を
指
定
）

《
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官
》

▼
応
募
資
格　
医
師
・
歯
科
医
師

の
免
許
取
得
者

▼
受
付
期
間　
２
月
１
日(

日)

　
　
　
　
　
～
５
月
21
日(

木)

▼
試
験
日　
６
月
19
日(

金)

　

そ
の
他
の
募
集
は
、
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
石
巻

地
域
事
務
所

☎
０
２
２
５
ー
83
ー
６
７
８
９

　
日
本
遺
産
認
定
7
周
年
を
記
念

し
、
岩
手
県
南
部
の
産
金
文
化
と

み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
岩
手
県
の
陸
前
高
田
市

や
大
船
渡
市
な
ど
、
産
金
関
連
文

化
財
が
持
つ
魅
力
を
語
り
合
い
、

地
域
全
体
で
の
活
用
機
運
を
盛
り

上
げ
る
内
容
で
す
。

▼
日
時　
３
月
７
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

▼
場
所　
陸
前
高
田
市
民
文
化
会

館
奇
跡
の
一
本
松
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込　
不
要

▼
主
催　
日
本
遺
産
「
み
ち
の
く

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」
推
進
協
議
会

▼
共
催　
陸
前
高
田
市
教
育
委
員

会
・
株
式
会
社
共
立
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
文
化
財
保
護
班

☎
43
ー
3
0
0
1

み
や
ぎ
そ
よ
か
ぜ
の
会

第
９
回
和
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催

▼
日
時　
３
月
28
日（
土
）

▽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
開
演

　
13
時
～
15
時

▽
物
品
販
売（
ブ
ー
ス
18
店
舗
・

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
４
台
）

　
10
時
～
16
時

日
本
遺
産
「
み
ち
の
く

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
６

国
家
公
務
員
「
国
税
専

門
官
採
用
試
験
」（
大
卒

程
度
）

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
終
了
後
お

楽
し
み
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
）

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館（
10
時
開

場
）

▼
入
場
料　
１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

み
や
ぎ
そ
よ
か
ぜ
の
会　
渡
邊

☎
０
８
０
ー
３
１
９
３
ー
２
５
０
５

令
和
７
年
度
地
域
お
こ

し
協
力
隊
活
動
報
告
会

　
涌
谷
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

は
ど
ん
な
人
が
い
て
、
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
て
、
今
後
ど
ん
な
展

望
を
見
据
え
て
い
る
の
か
。
各
隊

員
が
ア
ツ
い
思
い
を
持
っ
て
発
表

し
ま
す
。
将
来
、
一
緒
に
町
を
良

く
し
て
い
き
た
い
方
々
も
、
協
力

隊
を
初
め
て
知
っ
た
人
も
、
誰
で

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
発
表
終
了
後
、
各
協
力
隊
と
交

流
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

▼
日
時　
３
月
７
日（
土
）

（
発
表
13
時
～
15
時
、
交
流
会
15

時
～
16
時
）

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
丸
井

☎
０
７
０
ー
４
１
７
３
ー
６
９
２
９

自衛隊宮城
地方協力本部
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3月の納期限は3月25日（水）
上下水道の納期限は3月31日(火)

納付は忘れず安心・便利な口座振替で！

町県民税　　　　　　　随　時
後期高齢者医療保険料　第９期
上下水道料金　　　　　３月分

《防災行政無線の内容を確認できるサービス》
聞き逃した直前の防災行政無線の内容を確認できます。
テレフォンサービス（無料通話）
☎0800-800-9949
メール配信サービス（登録無料）

さまざまなお悩みに合った相談窓口を開設しています
相談名 日時 場所 相談内容 問い合わせ先

人 権 相 談 3月10日（火）
10時～15時

役場
第一会議室 虐待や差別、いじめなどの人権問題。 町民生活課町民生活班

☎43-2113

行 政 相 談 3月9日（月）
10時～12時

役場
第一会議室 国・県・町の行政全般についての苦情や意見要望。町民生活課町民生活班

☎43-2113

消 費 生 活 相 談 毎週月・木曜日
9時～15時

町民生活課
町民生活班

クーリング・オフなどの消費生活に関する悩み
や疑問。

町民生活課町民生活班
☎43-2113

物 忘 れ 相 談 月曜日～金曜日
9時～17時

町民医療福祉
センター 本人、家族の物忘れや認知症に関すること。 福祉課包括支援班

☎25-7903

生 活 相 談 3月25日（水）
13時～15時

箟岳地域
ケアセンター 日常生活上の心配ごとや困りごと。 涌谷町社会福祉協議会

☎43-6661

青 少 年 相 談 月曜日～金曜日
9時～17時 涌谷公民館 青少年非行の早期発見、青少年の悩みなどの相

談に関すること。
青少年相談室
☎43-5191

栄 養 相 談 3月19日（木）
9時～17時

町民医療福祉
センター

食事と栄養に関することならなんでも気軽に相
談ください。

健康課健康づくり班
☎25-7973

精神保健福祉相談 3月11日（水）
14時～15時45分

大崎合同庁舎
2階診察室

心の悩みを抱えている人の相談に応じます。 北部保健福祉事務所
（大崎保健所）
母子・障害第二班
☎87-8011
※相談は予約制です

思春期・青年期　
ひきこもり相談

3月16日（月）
13時～16時

自宅に引きこもっている人やその家族の人の相
談に応じます。

アルコール関連問
題相談・家族教室

3月3日（火）
11時～16時

アルコールやギャンブルなど複雑な問題で困っ
ている人の相談に応じます。

障害者福祉相談 月曜日～金曜日
8時30分～19時 結の郷わくや 身体・知的・精神の3障害の相談に応じます。

涌谷町基幹相談支援セ
ンター（結の郷わくや内）
☎25-9675

農 家 相 談 3月5日（木）　
9時～10時30分

役場まちづく
り会議室

農地の移動や転用、農業者年金などについて、
農業委員と農業委員会事務局が相談に応じます。
相談に応じる農業委員は、手嶋一

い ち

郎
ろ う

委員、佐々
木弘

ひ ろ

美
み

委員、大友利
と し

明
あ き

委員です。
農業委員会事務局総務班
☎43-2120

農業委員会総会 3月25日（水）
9時～

役場
大会議室

農地利用の許可申請について農業委員が協議し
ます。どなたでも傍聴できます。

夜 間 納 税 相 談 3月25日（水）
17時15分～19時 税務課納税班 納税にかかわる相談に対応します。 税務課納税班

☎43-2114

スマートフォン・PC ﾌｨｰﾁｬｰﾌｫﾝ

役場各課・施設・団体の電話番号

■議会事務局� ☎４３ー２１２７
■総務課� ☎４３ー２１１１
■デジタル行政推進室� ☎４３ー２１１１
■防災交通班� ☎４３ー２１１６
■企画財政課� ☎４３ー２１１２
■町民生活課� ☎４３ー２１１３
■税務課� ☎４３ー２１１４
■会計課� ☎４３ー２１１８
■産業振興課農林振興班� ☎２５ー８５１１
■産業振興課商工観光班� ☎４３ー２１１９
■農業委員会事務局� ☎４３ー２１２０
■建設課� ☎４３ー２１２９
■上下水道課� ☎４３ー２１３１
■教育総務課� ☎４３ー２１４０
■生涯学習課・涌谷公民館� ☎４３ー３００１
■町民医療福祉センター� ☎４３ー５１１１
■総務管理課� ☎２５ー３１１８
■健康課国保介護班� ☎２５ー７９７２
■健康課健康づくり班� ☎２５ー７９７３
■福祉課福祉班� ☎２５ー７９０２
■福祉課包括支援班� ☎２５ー７９０３
■子育て支援課� ☎２５ー７９０６
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-Health&Welfare-

子育て支援サークルや
イベント情報を紹介

　

スタッフ募集

おひさまスマイル

　子育て支援や多世代交流を目的に、笑顔で過ごせ
る時間が増えるように、一緒に楽しみながら活動し
てみませんか？月1回程度、都合の良い時だけの参加
も可能です。
●おひさまスタッフ　大人の学びの講座や親子向け
の講座など、さまざまなイベントを企画運営します。
年齢を問わず、活動趣旨に賛同し平日参加が可能な
人を募集しています。子連れでもＯＫ。打ち合わせ
はＬＩＮＥで行っています。
●託児スタッフ　講座中(50分程度)の
見守り託児やイベントの補助運営をし
ます。子・孫育てベテランの人が活動
中。子育て支援に興味がある人を募集
しています。
《申し込み先》☎090-4672-5669（大橋）
　　　　　　　☎090-4123-7019（齋藤）
　情報はSNS『おひさまスマイル』で検索！

　

　時預かり事業

一時預かり保育

　保護者に用事ができたときや入院・受診するとき
など、一時的に保育所で、お子さんを預かります。
●日時・料金　月曜日～土曜日（祝日除く） 8時～16時
　　　　　　　4時間まで900円・8時間まで1,800円
　　　　　　　（給食・おやつ代などが別途かかります）
●場所　認定こども園こどもの丘
●対象　生後6ヵ月以降の保育所などに所属していな
い未就学児
《初回登録》子育て支援課子育て支援班�☎25-7906
《利用申請》認定こども園こどもの丘� ☎87-8401

　

お楽しみ会

子
ど
も
の
丘

　赤ちゃんや小さいお子さんも大歓迎。ゲームに楽
しく参加し、親子でコミュニケーションを深めよう。
●日時　3月11日（水）10時～
●場所　子どもの丘子育て支援センター
●対象　未就学児とその家族先着10組(要予約)
●参加費　無料　　●持参物　飲み物
　このほかにも毎月親子で楽しめるイベントを開催
しています。詳細はホームページやFacebookをご
覧ください。
《問い合わせ先》子どもの丘子育て支援センター
　　　　　　　　☎87-5531

　

給食試食会や年齢別サークル

涌
谷
保
育
園

●わくわく広場「ひなまつり会」
　ひなまつりのお菓子のお土産があります。子育て・
孫育て中の人など誰でも参加できます。
○日時　3月2日（月）10時～12時
●合同サークル「お楽しみ会に参加しよう」
　3月の年齢別サークルは合同で行います。参加者に
はプレゼントがあります。初参加も大歓迎です。
○日時　3月18日（水）10時～12時
●給食試食会
○日時　3月23日(月)～27日(金)11時15分～
○参加費　300円(1食)�○申込方法　電話で申し込み
《問い合わせ先》涌谷保育園　伊東・池田�☎42-2333

　

みんなの歌声で春を呼ぼう！

わくわくこどもカフェ

●日時　3月8日（日）10時30分～
●場所　涌谷公民館　●持参物　飲み物
●食事代　大人300円、こども100円
●内容　村上音楽スクールの村上典

の り

子
こ

先生をリト
ミック講師に招き、楽しく歌ったあと、お昼ご飯を
食べます。メニューはお楽しみ！
●その他　次回は4月12日（日）に涌谷公民館で開催予定。
《問い合わせ先》あんだあも　☎25-3750

一

　

３月は園庭開放をお休みします

修
紅
幼
稚
舎

　大型遊具や砂場、広い芝生でのびのび遊びましょ
う。次回の園庭開放は、以下のとおりです。
●日時　4月16日（木）10時～11時
●場所　修紅幼稚舎　　●参加費　無料
●対象　６カ月から入園前までのお子さん
●持参物　飲み物、オムツ、着替え
《問い合わせ先》修紅幼稚舎　☎43-5155
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